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１．はじめに 今回の実験では第1層目は加水後76分で打

設が終了した。その後、第 2 層目のコンクリ

ートを打ち込み後（第 1 層目の表面は処理し

ないこと）、材齢１日で脱型、封乾養生を４週

間した後、耐水圧試験を行った。コンクリー

トの調合表を表 1 に示す。 

コンクリートの打込みでは打足し部分が必

ず生じる。これが事前に計画されたものなら

ば、打ち継ぎとして、後続のコンクリートの

打ち込み時に十分な処置がとられる。しかし

作業上やむをえず生じる打足し接続部の場合

それらの措置がとられないため、完全に一体

化しない場合がある。そしてこの打足し時間

差が長い場合、コールドジョイントとなり、

壁面から雨水の浸入、また地下壁から地下水

の浸入といった問題が生じる。 

また、打足し時間の間隔は加水後の材齢で

示し、表 2 の 8 水準とした。 
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１ 層
 そこで、本研究では、打足し時間間隔ごと

のと打足し部の防水性を評価することを目的

とし、コンクリートの打足し時間間隔を任意

に変えられ、かつ水圧をかけることのできる

試験装置について検討したものである。 
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 図 1 試験体図 

 

試験

番号

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

 ２．実験概要 

 2.1 試験体 

 （1）試験体 

 試験体寸法は図 1 に示すように、300×300

×200 ㎜のコンクリート（Ｗ/Ｃ65％）とし、

試験体の中央にφ100 ㎜の円柱状の穴を設け

たものである。 
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表 1 コンクリート調合表 

絶対質量(kg/㎥) 混和剤(cc/㎥) 大骨材寸法

(cm) 

細骨材率

(％) セメント 細骨材 粗骨材 No.70 No.303A

25 45.5 285 817 979 713 2200 
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表 2 打足し時間間隔条件 

体

 

打足し時間間隔 

（加水後の時間） 

一層目打込み

からの時間 

 76 分 0 分 

 196 分 2 時間 

 316 分 4 時間 

 436 分 6 時間 

 796 分 12 時間 

 1 日 1 日 

 3 日 3 日 

 7 日 7 日 
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 2.2 プロクター貫入抵抗試験 

 貫入抵抗試験は JIS A 1147 コンクリート

の凝結時間試験方法に準じて行った。  
 2.3 ブリーディング試験 

ブリーディング試験は JIS A 1123 コンク

リートのブリーディング試験方法に準じて行

った。 

 
 
 
 2.4 耐水圧試験 図 2 耐水圧試験機 

 耐水圧試験は、試験体の中央の穴にウラニ

ン水溶液を入れ、加圧する方法である。ウラ

ニン水溶液はコンクリート中を移動した水の

経路を確認するために用いた。打足し接続部

からの漏水判定は目視で行い、漏水するまで

30 分ごとに 0.02MPa ずつ段階的に加圧し、

0.2MPa で試験を終了した。また、試験後に

試験体を割裂し、試験体の割裂断面に浸透し

ているウラニン溶液の範囲を確認した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

漏水量＝ 

漏水を確認したら、漏水面に吸水紙を押し

当て、吸い込んだウラニン溶液の質量から単

位時間あたりの漏水量（g/sec･cm）を測定し

た。耐水圧試験機を図 2 に示す。 
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3.結果及び考察 

3.1 貫入抵抗試験

プロクター貫入

す。コンクリート

ブリーディング試

 図 3 から、貫入

たつにつれて、徐

る。特に加水時か

激に貫入抵抗値が

よるとコンクリー

り、終結は 28N
リート部材では貫

ルドジョイントを

いる 3）。図４より

時より時間がたつ

的なブリーディン
ｔ:吸水時間（s）Ｌ:打足し長さ（cm）
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ＷＲ:吸水後のろ紙の質量（g） 
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 およびブリーディング試験 

 試験結果を表 3、図 3 に示

の温度は 20～21℃であった。

験結果を図 4 に示す。  
 
 

抵抗値は加水時より時間が

々に大きくなることがわか

ら 5 時間を経過すると、急

大きくなっている。JIS に

トの始発は 3.5N/mm2であ

/mm2 である。一般のコンク

入抵抗値 0.5N/mm2がコー

生じない許容限度とされて

、ブリーディング率は加水

につれて大きくなり、最終

グ率は 8.35%であった。 

 図 3 貫入抵

 
 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
率
（
％
）

 
 
 
 
 
 
 
 図 4 ブリーデ
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表 3 プロクター貫入抵抗試験結果 

からの時間（分） 貫入抵抗値 （N/㎜ 2）

60 0 

120 0 

140 0 

160 0.2 

180 0.2 

200 0.2 

220 0.4 

240 0.7 

260 1.2 

280 2.4 

300 3.1 

406 30.8 
抗と加水からの時間の関係 

30 60 90 120 150 180 210

加水からの時間（分）
ィング率と加水からの時間の関係
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試験体② 漏水なし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 漏水開始時の水圧 

試験体 
漏水水圧

（Mpa） 

①(76 分) 漏水せず＊ 

②(196 分) 漏水せず＊ 

③(316 分) 漏水せず＊ 

④(436 分) 0.12 

⑤(796 分) 0.04 

⑥(1 日) 0.08 

⑦(3 日) 0.02 

⑧(7 日) 0.04 

＊水圧 0.2MPa、30 分作用で漏水せず 
漏
水
開
始
時
の
水
圧
(M
P
a)
 

写真 1 試験体割裂断面 
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3.2 耐水圧試験 

3.2.1 漏水時の水圧 

各試験体の漏水開始時の水圧を表 4 に、

足し時間間隔と漏水開始時の水圧の関係を

5 に示す。 

漏水開始時の水圧を比較すると、試験体

②③は本試験での最高水圧である 0.20Mpa

も漏水することはなかった。試験体④～⑧

ウラニン溶液の漏水を確認することができ

一般のコンクリート部材では、打足し許容

間は温度20℃のとき、加水後、4時間20分（

分）といわれており 4）、JASS5 では 2 時間
図 5 打足し時間間隔と 

漏水開始時の水圧の関係
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水開始からの漏水量の変化 
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30

分（150 分）以下と定

の耐水圧性の観点から

316 分以下となる。 

3.2.2 漏水の状況 

試験後に割裂した試

1 に、各試験体の漏水

化を図 6 に示す。 

耐水圧試験後に割裂

において、漏水した試

の断面全体にウラニン

た。これより漏水はコ

り生じていることが確
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体断面の状況を写真

始からの漏水量の変

た試験体の割裂断面

体(写真 1 下)は片側

溶液の発色が見られ

クリート打足し面よ

された。 



 

76 分 
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漏水の状況は、いずれの

は打足し面全体からではな

水し、その後徐々に打足し

ていく。 

同一水圧下では、図6の

試験体⑧の 0.04MPa にみら

量は任意の時間経過すると

更に水圧を上げると、試験

試験体⑤で 0.14MPa になる

増加している。 

3.2.3 水圧と漏水量の関係

 水圧と漏水量の関係を表

 漏水量は水圧が大きくな

る。また、漏水量は打足し時

大きくなっている。 

打足し時間間隔 436 分以

れも、打足し面からの漏水

これらの結果より、本研

装置によって、コンクリー

耐水圧性を評価することが

４．まとめ 

1) 打足し時間間隔が長い

し、漏水量も多い。 

2) 耐水圧試験において水

ど、漏水量は多くなる。 

 

表 5 各水圧における漏水量（×10-5g/s・cm） 

打足し時間間隔（分） 

196 分 316 分 436 分 796 分 1 日 3 日 7 日 

漏水量 漏水量 漏水量 漏水量 漏水量 漏水量 漏水量

0 0 0 0 0 25 0 

0 0 0 8 0 300 1233 

0 0 0 92 0 917 6100 

0 0 0 217 8 4767 ― 

0 0 0 400 1783 ― ― 

0 0 133 583 ― ― ― 

0 0 392 2067 ― ― ― 

0 0 3967 ― ― ― ― 

0 0 ― ― ― ― ― 

0 0 ― ― ― ― ― 
試験体も漏水開始

く、一箇所から漏

部全体から漏水し

試験体⑦の0.06MPa、

れるように、漏水

、ほぼ一定となる。

体④で 0.16MPa、

と急激に漏水量が

 

5、図 7 に示す。 

る程急激に増加す

間間隔が長い程、

上の試験体はいず

が確認できた。 

究で提案した試験

ト打足し接続部の

可能である。 

ほど、低水圧で漏水

圧が大きくなるほ
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3）本研究

クリート

が可能で
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